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社協会費について（報告）
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「孫育て講座」を開催



社会福祉協議会と
災害ボランティアセンター
社会福祉協議会と
災害ボランティアセンター

特集特集

①ボランティア受付

②オリエンテーション ③ボランティア活動 -１
（炊き出し訓練）

③ボランティア活動 -2
（ペット同伴訓練）

④活動報告

奈良県防災総合訓練のなかでの
災害ボランティアセンター模擬訓練 !!

【表紙写真】
　１０月２３日に上野公園で奈良県防災総合訓練が実施され、五條市社協は、奈良県社協及び奈良県と協力し「災
害ボランティアセンター模擬訓練」を実施しました。
　当日は１４名の方がボランティア役として参加。

　８：００　集合、災害ボランティアセンターへ移動
　８：２０　ボランティア受付、待機
　９：００　全体オリエンテーション
　　　　　　活動グループ分け
　９：４０　グループごとのオリエンテーション
　　　　　　活動資機材の受け渡し
　　　　　　送り出し（ペット同伴訓練、炊き出し訓練へ）
１０：００　ボランティア活動
１１：２０　活動報告

ボランティアの方
に活動の流れと注
意事項を説明。
活動内容にあわせ
た２つのグループ
分けも慣れていな
いと以外と手間取
りました。

ペット同伴者が避
難所に避難してき
たことを想定した
訓練。
ボランティアの方
はペットハウスの
準備やペットの散
歩などを手伝いま
した。

炊き出し訓練での
ボランティア活動
の様子。
最初は普段と勝手
が違うことに戸
惑っていたボラン
ティアさんもす
ぐに慣れた手つき
で活動していまし
た。

各グループリー
ダーからの活動報
告。
活動中の様子や気
になる点などを報
告いただき、模擬
訓練は終了となり
ました。

災害ボランティアセンター模擬訓練の概要
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災害時にボランティア活動をサポート !!

災害ボランティアセンターの活動内容

災害時に求められるボランティア活動例

災害ボランティアセンターとは

運営の担い手

ボランティア活動に行くときは

　台風等による風水害や地震、津波などの災害が発生した場合、被災地ではボランティアによる支援活
動が大きな力を発揮します。そのような活動が被災地で円滑に進められるよう、災害時に設置される拠
点が、災害ボランティアセンターです。近年は、大規模災害時にはほとんどの被災地に設置され、集ま
るボランティアとともに復興支援に尽力しています。

　社会福祉協議会はすべての市区町村に設置されており、日頃から住民組織と関係が深いことから、一
般的には、被災した地域の社会福祉協議会が中心となり、ボランティア活動の関係者やＮＰＯ、行政と
協働して担うことが多いです。

被災地の負担にならないよう情報収集を行い、事前準備をしっかりしましょう。また、ボランティアを“して
あげる”ではなく、「被災者を第一に、協力して一緒に復興を目指す」という気持ちが大切です。

【被災地ニーズの把握】
チラシの配布による要望受付や戸別訪問による
聞き取りを通じて、家の片付けや避難所でのお
手伝いなど、被災者の困りごとを集めます。

【オリエンテーション・活動機材の貸出】
活動現場での注意事項を説明します。また
活動に必要な道具を準備して貸し出します。

【現場での活動】
現場にボランティアを送り出し、ボランティ
アが家屋や避難所等で活動を行います。

【ボランティアの受け入れ】
災害ボランティアセンターの立ち上げや被災
地の状況、必要な支援を情報発信し、活動を
希望するボランティアの受付を行います。

【活動のマッチング】
集めたニーズ（手伝ってほしいこと）にあわ
せて、必要なボランティアの人数や活動場所
を調整し、作業に必要なグループを作ります。

【活動報告と再調整】
ボランティアから活動で気付いたことや要望
などについて報告を受けます。また、作業途
中のニーズを整理して再調整します。

■物資の仕分け ■屋内外の片付 ■被災住民の安否確認 ■炊き出し ■高齢者・障害者等
　への支援
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（平成）

（%） 五條市の高齢化率の推移

地 区 名 高齢化率
（％）

高齢者のみの世帯
ねたきり（人）

ひとりぐらし（世帯） ふたりぐらし以上（世帯）
２８年度 前年度比 ２８年度 前年度比 ２８年度 前年度比

本 町 ４５．７１ ８３ ▲２ ６２ ７ １ ０

中 央 ４４．７５ ４６ ３ １７ ５ ０ ０

五 條 東 ３２．０４ ５８ ▲２ １８ ３ ０ ０

須 恵 岡 口 ４９．２５ ８９ ▲３ ９８ ３ ５ ０

新 町 ４０．１６ ４６ ▲４ ３０ ２ ２ ▲３

二 見 ３５．８１ １５９ １１ １２７ ▲４ ７ ２

野 原 ３６．８９ １３０ ▲２ １２１ １ １４ ８

宇 智 ３４．１３ １７２ ６ １９０ ２５ ９ ２

牧 野 ３３．４２ ６４ ８ ７８ ３ １０ ７

田 園 １８．２９ ５８ ３ ８９ ９ ３ ０

阪 合 部 ４０．２８ ８３ ３ １００ １１ ９ ▲２

北 宇 智 ２７．４７ ９４ ５ １１６ ４ １ １

南 宇 智 ３７．０５ ５３ ▲１ ６７ ３ ６ １

南 阿 太 ３１．９２ １１ ０ ９ １ ２ ▲１

大 阿 太 ３７．４８ １７ ０ ３２ ２ ２ ０

西 吉 野 ４４．４２ ２０１ ▲９ １５４ ９ ３ ▲１

大 塔 ６０．５３ ４３ ▲３ ３３ ▲６ １ ０

合 計 ３３．６３ １，４０７ １３ １，３４１ ７８ ７５ １４

高齢者調査集計　平成28年10月1日現在

　

高
齢
者
調
査
は
、
市
内
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世

帯
（
ひ
と
り
ぐ
ら
し
・
ふ
た
り
ぐ
ら
し

以
上
）、
ね
た
き
り
、
認
知
症
の
方
を
対

象
に
、
毎
年
10
月
に
社
会
福
祉
協
議
会

が
民
生
委
員
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
実

施
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
高
齢
者
の
実

数
を
調
査
し
、
高
齢
者
施
策
の
基
本
資

料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
結
果
か
ら

　

今
年
度
の
調
査
結
果
は
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
が
例
年
以
上
に
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
に
よ
っ
て
高
齢
化
率
に
大
き

な
差
が
あ
る
状
態
も
続
い
て
い
ま
す
。

高齢化率について
考えよう！

　高齢化率とは、65歳以上の高齢者が人口
に対してどれだけの割合を占めているかと
いう数字で、21％を超えると超高齢社会と
いわれています。
全　国	 26.7％ （平成27年10月現在）
奈良県	 28.1％（ 〃 ）
五條市	 32.7％（ 〃 ）

３３.６％（平成28年10月現在）
　高齢者の増加ピークとなる「団塊の世代」
が高齢者層の仲間入りした２０１４年に全
国の高齢化率は２５．０％を超え、今年はな
んと２７．３％に達しました。特に女性の高
齢化率は３０．１％であり、女性の１０人に
３人は高齢者という時代になりました。
　また、五條市の高齢化率は全国や奈良県
に比べて高い数値であり、これからも平均
寿命の延びや少子化による若年人口の減少
により、高齢化率が
高くなっていくこと
が予想されます。そ
のため、今後ますま
す助けあいの地域づ
くりが重要となりま
す。

このようなことに
活用します

●民生委員活動
●�緊急時の災害支援
●警察の防犯活動
●救急キット配布
●�ひとり暮らし老人
等見守り支援事業

　　　　　　　等

し
あ
わ
せ
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

地
域
に
は
高
齢
者
だ
け
で
お
住
ま
い
の

方
が
増
え
て
お
り
、
気
に
か
け
あ
う
関
係

づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の

現
状
に
気
づ
き
、
日
頃
か
ら
地
域
で
見
守

り
・
支
え
あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
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植田さんによる口腔ケアやお口の
ストレッチ、ミニゲームなど、内
容は日替わりです。

コーヒータイムではいつも笑い声
が響きます。

平成２８年度 社協会費へのご協力ありがとうございました

地域福祉活動のために
・�地区社会福祉協議会へ活動財源
として助成
・�ふれあい事業などの地区社協行
事への助成
・�声の広報、ふれあい文通、福祉
機器の貸出、ふれあい相談の実
施　など

福祉教育のために
・�小中学生を対象としたふれあい
講座（施設での福祉体験）の実
施
・�大塔ふくし体験のつどいの実施	
など

ボランティア活動のために
・�ボランティアの育成、活動支援、
活動保険加入
・�各種ボランティア研修会の開催
・�エコキャップ・古切手の各種収
集活動の実施　など

会費のつかいみち

会費（年額1口） 会員数・口数 金額
個人会員	 （500円） ９，２５２口 ４，６２６，０００円
賛助会員	 （5,000円） ２７団体 ４２口 ２１０，０００円
構成団体会員	（5,000円） １１団体 ４０口 ２００，０００円

合　計 ５，１００，０００円

社
協
会
員
は
随
時
募
集
中

・
個
人
会
員	

五
〇
〇
円（
年
額
一
口
）

・
賛
助
会
員	

五
、〇
〇
〇
円（
年
額
一
口
）

社協会員とは
　みんなが福祉の担い手であるという思いと住民参加による地域福祉活動を展開し
「福祉のまちづくり」を推進していくため、住民のみなさま、団体・企業のみなさ
まに社協活動に賛同してくださる会員を募集し、会費のご協力をお願いしています。

平成２８年度 社協会費へのご協力ありがとうございました

歯ッピーいい息サロン
ふれあいいきいきサロンめぐりVol.3

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

と
は
？

　

近
所
で
気
軽
に
集
え
る
場
所

を
つ
く
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地

域
の「
仲
間
づ
く
り
」「
出
会
い

の
場
づ
く
り
」「
健
康
づ
く
り
」

を
す
る
た
め
の
活
動
で
す
。

　

定
期
的
に
集
ま
る
こ
と
で
顔

な
じ
み
の
輪
を
広
げ
、
い
き
い

き
と
し
た
楽
し
い
生
活
を
送
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【歯ッピーいい息サロン】
場所／二見２丁目５ｰ１
　　　二見公民館内
日時／毎月第１土曜日
　　　午後１時３０分～午後３時

二見
地区

お
口
の
健
康
づ
く
り
で

　
　
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

昨
年
出
来
た
ば
か
り

の
こ
の
サ
ロ
ン
。
代
表

で
も
あ
る
歯
科
衛
生
士

の
植
田
さ
ん
に
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
出
来
る
こ

と
を
活
か
し
て
何
か
地

域
で
出
来
た
ら
、
と
の

思
い
で
始
め
ま
し
た
。

歯
は
全
身
の
健
康
と
も

密
接
に
関
係
し
て
い
る

の
で
、
お
口
の
健
康
づ

く
り
を
通
し
て
心
身
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
も

ら
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す

ね
。」

　

お
口
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
サ
ロ
ン
と
い

う
こ
と
で
す
が
、集
ま
っ

た
参
加
者
は
お
し
ゃ
べ

り
に
夢
中
で「
お
口
が

す
っ
き
り
す
る
と
い
つ

も
よ
り
話
も
は
ず
む
の

よ
。」と
軽
快
な
ト
ー
ク

を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

子
ど
も
も
大
人
も
み

ん
な
が
集
え
る
サ
ロ
ン

に
す
る
の
が
目
標
だ
そ

う
で
、
名
前
の
と
お
り

歯
も
心
も
ハ
ッ
ピ
ー
に

な
れ
る
サ
ロ
ン
で
し

た
。
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ふれあいネットワーク

発行／社会福祉法人五條市社会福祉協議会
〒637-0043　奈良県五條市新町3丁目3-2

TEL 0747-24-4152
FAX 0747-24-4153

ふれあいネットワーク

五條市社会福祉協議会

http://www.shakyo.or.jp/hp/1250/
地域福祉の情報はホームページでもご覧いただけます。

ご寄付いただきありがとうございました

平成25年度 善意の募金へのご協力平成28年度 善意の募金へのご協力平成28年度 善意の募金へのご協力

（敬称略）	 平成２８年８月１８日～平成２８年１１月１５日	（単位：円）

善意銀行

金　額 氏　名 住　所 摘　要

25,000
生蓮寺世話人会和讃講 地蔵盆チャリティーバ

ザー収益金二見７丁目4 ｰ 7

3,197,630 五條市自治連合会 平成28年度「善意の
募金」任意預託募金

10,000

西日本鉄道ＯＢ会五條支部
代表　畠山博充 青空市場の収益金

今井１丁目3 ｰ 9

福祉基金…積み立てられた預金の利子を地域福祉の活動資金として役立てます。
善意銀行…皆さんの善意を災害見舞金など市民の福祉向上に役立てます。

ありがとうございました

募金額　３,１９７,６３０円
　本年度も、五條市自治連合会のご協力のもと、住
民の皆さまから募金へのご協力をいただき、あり
がとうございました。
　集められた募金は、善意銀行を通じて配分し、地
区社協や市社協の財源として、地区敬老会・世代
間交流・見守り活動・福祉教育・福祉啓発・ボラ
ンティア活動など、地域福祉活動のために使われ
ます。

「孫育て講座」を開催しました !!
　１１／２１（月）牧野公民館で、ＮＰＯ法人
ファザーリング・ジャパンの和田憲明さんを講
師に迎え、「現代遊びと昔遊び」をテーマに講演
いただきました。
　参加された方々は、昔の子育てと現在の子育
ての違いについて学び、新聞紙を使った紙鉄砲
づくりなどを体験したあと、座談会形式のワー
クショップで孫に伝えたい昔遊びについて語り
合い、お孫さんとの接し方に新たな発見があっ
たのではないでしょうか。
　講習中お孫さんのことを楽しげに話す参加者
の姿がとても印象的で、本講習を終えたみなさ
まが、お孫さんや近所の子ども達と交流する機
会を増やし、「地域のおじいちゃん、おばあちゃ
ん」として活躍されることを期待しています。
さあ、おじいちゃん、おばあちゃん、出番です
よ！！

　家族のこと、子育てのこと、介護のこと、近所とのトラ
ブル、行政に関すること、人権に関することなど、どんな
ことでも気軽にご相談ください。
　個人情報は厳守し、さまざまな分野の相談員がお悩み解
決のお手伝いをします。

ひとりで悩まずお気軽に
無料

ふれあい

相　談

【面接相談】　福祉センター（新町3丁目３ｰ２）
　 実　　 施　　 日　 　 相　　 談　　 員　
月〜金曜日 9時〜17時 相談コーディネーター

火 曜 日 13時〜16時 家 事・民 事 相 談 員
※要予約

水 曜 日 13時〜16時 行 政 相 談 委 員
木 曜 日 13時〜16時 人 権 擁 護 委 員

【電話相談】　☎24 ｰ 2200（五條本所）

☎33 ｰ 0294（西吉野・大塔支所）
■受付日時　９：００～１７：００(月～金)
　　　　　　※17時以降と休館日は、留守番電話

こんなことで困っていませんか？


